
 

 

ＧＩＧＡスクール構想に基づく１人１台端末の円滑な利活用に関する 

調査協力者会議の設置について 

 

令 和 ３ 年 ５ 月 ２ ６ 日 

初等中等教育局長決定 

令和３年６月４日一部改正 

 

１．趣旨 

令和２年度末をもって、概ね、全国の小・中学校、特別支援学校において、児童

生徒への１人１台端末の配備や高速大容量の校内通信ネットワークの整備に一定

の目途が立ちつつある中、令和３年４月以降は「GIGA スクール元年」として、こ

うして整備された１人１台端末環境の下、学校内／外においてＩＣＴの本格的な

利活用が開始されることとなった。 

今後は、如何にして、学校ＩＣＴ環境を日常的に安定した形で「管理運営」しつ

つ、ＩＣＴを効果的に用いた児童生徒の学びの充実に向けて「指導」を行うかが鍵

になると考える。 

このため、学校教育やＩＣＴに知見を有する学識経験者等の協力を得ながら、利

活用状況等調査や文献調査の実施・分析等を通じた専門的な検討を行い、その成果

に基づき、文部科学省として、ＧＩＧＡスクール構想によって整備された１人１台

端末の円滑な利活用の更なる促進に向けて、「一定の考え方」や「参考情報」等を

整理・提供することを目指すことを目的として、「ＧＩＧＡスクール構想に基づく

１人１台端末の円滑な利活用に関する調査協力者会議」（以下、「協力者会議」）を

設置する。 

 

２．検討事項 

（１）令和３年度における学校現場等の利活用状況等実態調査の設計 

（２）教育における ICT 利活用を巡る民間等文献調査の収集・整理 

（３）学校内／外における１人１台端末の利活用に関する「基本的な考え方」、「具

体的な取組」、「留意事項」の整理・提示 

（４）その他 

 

３．実施方法 

（１）別紙の者の協力を得て検討を行う。 

（２）協力者会議に座長を置き、事務局が委嘱する。 

（３）必要に応じ別紙以外の者にも協力を求めるほか、関係者の意見等を聴くこと

ができるものとする。 

 

４．開催期間 

令和３年５月２６日 ～ 令和４年３月３１日（予定） 

 

 

資料１－１ 



 

 

５．公開等の取扱い 

協力者会議に係る資料及び議事録は、不開示情報を除き、会議終了後、速やかに

文部科学省ホームページにて公表する。 

 

６．庶務 

協力者会議に関する庶務は、関係局課の協力を得て、初等中等教育局情報教育・

外国語教育課において処理する。 

  



 

（別紙） 
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調査協力者会議 
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